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秩 父 宮 妃 賜 杯

第 15 全日本実業団バ ドミン トン選手権大会

主・ 催  日本バ ドミントン協会、日本実業団バ ドミントン連盟、

福岡県、福岡県教育委員会、福岡県体育協会、北九州市、

北九州市教育委員会

主  管  福岡県バ ドミントン協会、北九州市バ ドミン トン協会

後  援 労 働 省、 北九州市体育協会、 西日本新聞社、 NHK、

KBC、 RKB、 TNC

期  日  昭 和 40年 6月 18日 (金)～ 6月 22日 (火 )(5日 間 )

開 催 地  福 岡 県 北 九 州 市

会  場  北九州市立北九州大学体育館、小倉体育館
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秋父官妃殿下 お言禁

谷口、第15口 全 日本案常団パ ドミントン4手権大会が、北九州市におき

まして関催 され、その関会式に出席することができました
ことを,い から丼

しく存 じます。

日本のパ ドミントンは、長近その技術が非常に向上 し、昨年
は東京にお

いて世界邊手権大会が行なわれ、日本はアメリカゾー
ンの勝着としてイン

ターゾーンに上場 して暮我 し、個人乳においては、優勝の栄冠をかち行
ま

したことは私の渫 く暮びとするところであります。

をさんは、職場における多|`な 生活の合暇にスポ
ーツに励まれ、`S身 の

鍛鰊に精進されておりまず。

どぅぞこのスポーツを通して立派な終性をネわれ、え誡ある社会
人、職

薫人として、明るい社会の共投に尽されますよ
う希生してやみません。
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祝 第 15回全日本実業団バ ドミントン選手権大会

ご  挨  拶

日本バドミントン協会会長

本  田  弘 敏

今回秩父宮妃殿下のご臨席を賜わり、 第 15回全日本実業団大会
が、北九州市において開催されるに当り、一言お祝いの言葉を申し

上げる機会を得ましたことは私のもっとも光栄とするところであり

ます。過ぐる日、私は国体の席に天皇陛下をお迎えして,日 本のパドミントンは必ず近き日に世界
を征覇致す所存でありますとお誓い申し上げました。

ここ数年各位のご努力により日本の国際舞台における活躍は華々しく、昨年東京において開催さ

れました第 6回世界選手権大会においては、団体戦はアメリカゾーンに優勝し、インタープーンに
おいても堂々たる活躍を致し、世界 5本の柱に入っております。また来年行なわれる女子世界選手
権大会においても必ずや世界が驚嘆するような成績をあげ得るものと信じております。

選手諸君は日本における第一線の人達であります。どうか日本バドミントンの発展の為にも、諸

君自身の人間形成の為にも、折角のご精進をお願いする次第であります。

終りに本大会の開催に当りご尽力を賜わりました関係各位に厚くお礼を申し上げます。

ご  挨  拶

日本実業団バドミントン連盟会長

米  沢     滋

第 15回 全 日本実業団バ ドミン トン選手権大会が,秩父宮妃殿下
のご来臨を仰ぎ、大生産都市であります北九州市において、開催 ■ ・

‐

れますことは、誠に意義深 く、連糀発展のためにも、このうえない

慶びと存ずる次第であります。

本年は、昨年男子世界バ ドミントン選手権大会が東京において開催されましたことに引き続き、

女子世界バ ドミントン選手権大会 (ユーパー杯)にわが国として初の参加をすることになり、いよ
いよ日本のパ ドミントン界も世界の檜舞台において活躍することとなりました。このような時期に

あたり、職場に基盤を持ち、生活と結んだパ ドミントン実業団の使命は益々その重要性を加えてお

ります。本大会参加の選手諸君におかれては、日頃の実力を十分発揮され、練磨の技を存分に競わ

れんことを祈って止みません。

なお、全国から多数の優秀な選手諸君の参加をうることが出来ましたことは、ひとえに地元の皆

様をはじめ関係各位のご尽力のたまものと、深 く感謝申し上げる次第であります。

おわりに、本大会が日本のパ ドミントン競技の発展と、スポーツを通じての各事業団体相互の親

睦に役立つことができれば幸甚と存ずるものであります。
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祝 第 15回全日本実業団バ ドミントン選手権大会

ご  挨  拶

福岡県バドミントン協会会長

森     俊 雄

新緑滴る6月 、秩父宮妃殿下賜杯 第 15回全日本実業団
パ ドミン

トン選手権大会を、ここ北九州市で開催する運びと
なり、本日、遠

く北は北海道より南は長崎県に至る全国各地から参集
された、各実

業団の精鋭なる選手諸君と、親しく接する機会を得
ましたことは、定に欣快に堪えません。哀心よ

り歓迎申し上げます。

私は、昨年東京において、日本
バ ドミントン協会会長本田弘敏氏と共に、第 6回世界選手権大会

を観戦する機会を得、 具さにその最高水準の妙技と、 日本選手諸君の善戦振りを見学
致しました

が、その際、日本の輝やかしい躍進振りに驚嘆す
ると共に、日本のレベルを、世界征覇にまで持っ

て行こうという固い決意を本田会長と共に語り合っ
たものであります。

本日、ご参加の諸君は、各職場より特
に選抜された優秀選手であり、又現在の日本

パ ドミントン

界最高水準の競技者でもあります。本大会
の成否は一に、諸君の双肩にかかっていると申し

ても過

言ではないと信します。どうか、日頃練磨
の技備を遺憾な く発揮され、正々堂 敢々闘されん

ことを

お祈りします。尚、大会の準備その他に
ついて、不行届の点が多々あることと存じますが、我

々の

熱意の程をお汲み取り下さいまして、絶大なる
ご協力を賜わりますようお願い致します。

終りに臨み、本大会の開催について、多大なる
ご協力を賜わりました関係各位に対し、深甚なる

感謝の意を表 しまして、私の挨拶と致します。

ご  挨  拶

北九州市バドミントン協会会長

岡 崎 春 雄

今回秩父宮妃殿下をお迎ぇして、北九州市にお
いて 第 15回全日

本実業団パドミントン選手権大会が開催されます
ことは、地元協会

としまして誠に光栄に存します。本大会は世界的選手を多数網羅
し

た日本最高水準の大会と承ゎっております。選手諸君
は何卒洗練された心技一体の妙技を展開され

まして、地方スポーツに大きな刺戟を与ぇてぃただき
たいと念願致すものであります。

現代社会が青年に要求致しております責任感
・実践力・創造性はスポーッの場においては最も必

要なことでありますし、又それを身に
つけた者のみが優秀な選手たり得るのであります。

スポーツ

の優秀な選手諸君は同時に又優秀な職場の選手と
して活躍されることを信ずるものであります。

最後に本大会の為に多大のご協力を賜わりまし
た地元有志並びに役員の諸氏に心からお礼を申

し

あげます。

- 3 -

L
ー

■藤
L_.議壺

駐
綴

睡



祝 第 15回全日本実業団バ ドミントン選手権大会

ご

1

拶挨

ル
ヽ
拶挨ごげ上し申謝感りヽかさ

こ々方の面方各係関た
しまさ下力尽ごめたの催開会大

　
ｏ

本

す

に
　
ま

後

し

最

た

北 九 州 市 長 吉 田 法  晴

目

輝かしい栄光のあとをしるして,史上最大のオ リンピック東京大
会も終りましたが、今年こそ、その教訓を活してスポーッ界が一人
飛躍をする年であると存じます。

ご  挨  拶

北九州市議会議長 明 石 清 彦

秩父宮妃殿下のご臨席を仰ぎ、第15回全日本実業団パ ドミントン

全国各地から多数

会を当北九州市で

迎申し上げます。

一ツと存 しますが

ここにご参加の

確信いたします。

心・技をご披露い

らの称賛をうけ、成功裡
ンピック精神を堅持し、
このときにあたり、全

は、北九州市のスポーツ.

わが国のバ ドミントン

ておりますことは周知の

しております。本大会に

発揮され,立派な成績を
本市は昭和38年 2月 、

市発足後二ヵ年を経過し

を入れております折でも
つぶさにご覧いただきた

前途の大きく開けたこの時期に、秩父宮妃殿下のご臨席を仰ぎ、
|の選手をお迎えして、秩父宮妃賜杯 第 15回全日本実業団バドミントン選手権大 .

開催出来ますことは、私共関係者は勿論、北九州百万市民挙って喜びとし、ど嵌
バドミントン競技は、職場で或いは家庭で余暇を利用して手軽に楽しめるスポ
.又一面これに専念し追求すれば、大きな努力と修練が要求されると思います。
皆さんは日頃この苦しい修練に耐え、努力されて今日の檜舞台にたたれたものと
どうか持てる力を十三分に発揮され, スポーツマンシップに徹したうるわしい
ただくよう念願してやみません。

ヽ
■

選手権大会が、この北九州において開催されるにあたり、北九州市
議会を代表し、百万市民とともに心から歓迎の言葉を申し上げます。
昨年の秋は、世紀のオリンピック東京大会が開催され,全世界か

に幕を閉じましたが、本年こそは,私共日本国民ひとりひとりが,このオリ
更にあらゆるスポーツの飛躍する年でありたいと念願いたしております。
国からよりすぐられた優秀なる選手が、一堂に会し、その技を競われること
振興にとって、大きな貢献があるものと、喜びにたえない次第であります。.界
は、世界最高の水準をいくもので、過去においてかずかずの成果を挙げ|とおりであり、世界バドミントン界を征覇はする日も近いものと期待いた
参加の選手諸君におかれましては、どぅか日頃練磨されました力を充分に
残されるようお願い申し上げます。
門司、小倉、八幡、戸畑,若松の五つの市が合併し、北九州市となり、新
たばかりでありますが、マスタ_プランを中心とした新しい街づくりにカ
あり、大会に参加をされましたこの機会に、本市の発展途上にある状況を
く思っております。

終りにのぞみ、本大会に寄せられました関係各位のご尽力に対し、心から感謝申し上げるとともに、選手諸君のご健闘を心からお祈りしてご挨拶といたします。
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大 会 役 員

`

大 会 名誉 会 長

大 会 名誉 願 間

大 会 会 長

大 会 副 会 長

参 与

日本 パ ドミン トン協 会 会 長

九 州 ′ヽ ド ミン トン連 盟 会 長

北  九   州  市  長

労 働 大 臣

ス ポ ー ツ 振 興 財 団 副 会 長

福  岡  県  知  事

福 岡 県 議 会 議 長

福 岡 県 体 育 協 会 会 長

北 九 州 市 議 会 議 長

日本実業団バドミントン連盟会長

北九州市バ ドミン トン協会会長

日本 ′` ドミン トン協会副会長

日本実業団′ヽドミントン連盟副会長

本  田  弘  敏

崎

露

川

石

沢

崎

岡

田

木

田

森

吉

石

孤

籍

永

安

明

米

岡

村

広

鈴

山

雄

晴

英

勉

一

夫

寛

彦

滋

雄

郎

敏
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〓

俊
　
法
　
博
　
　
　
多
　
政
　
　
　
清

春
　
四
　
兼
　
　
　
哲

田

　

田

間 (五十音願)

赤羽 善蔵

小原 新平

清永 盛樹

城取 文雄

寺田 金司

畑中  直

益井 三弘

山崎 宮市

鮎川 武雄

大岡 茂雄

楠根 宗
`ヒ

住本 利男

土居 寧文

原 寿万夫

松尾清一郎

山本アキ子

今中 次磨

′Jヽ田 郁男

工藤  栄

田中丸重雄

灘吉 虎夫

比佐 友香

松田  武

山本 秀祐

梅崎 克己

金子 秀三

桜井 正美

田中 斉之

新山半治郎

腱口 泰郎

松本兼二郎

字城信五郎

菊池安右衛門

佐々木 亀

段谷 弘忠

根津菊次郎

平井富三郎

百田 IEエ

大坪  純

木村 照彦

佐々木 実

坪根 政治

野口 義夫

堀  勇助

森  元芳

合原 一男

岩谷  保

小野 正之

片村 実造

末松喜一郎

中村 忠夫

本郷慰与男

山田  弘

安部 忠孝

上口  武

岡田 政吉

菊竹 仁三

立花貫一郎

中村 健治

松田 国男

横尾 熊彦

石川  茂

浦野 重一

岡野  満

城戸 寿彦

田中  進

永島  保

真鍋 良金

吉田朝次郎
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大谷 秀水

小南 信義

熊谷  治

津田慶治郎

原田 嘉明

八木下竣三

吉田 正実

市橋 清治

大場 哲生

奥田次郎市

坂本  勲

中村認 E男

平田 好正

安岡清一郎

米村 二夫

池水

大坪

岡橋

栗原

坪根

永田

美山

吉国

幸夫

司

武夫

潤吉

卓也

豊



員役
ヽ

´ヽ
／
２

L
ノヘヽ

大 会 委 員 長

大 会 副 委 員 長

総 務 委 員 長

総 務 副委 員 長

日本 バ ドミン トン協 会 理 事 長

日本実業団バドミントン連 盟理事長

福岡県パドミン トン協会理事長

森 友 徳 兵 衛

井  益  二

田    寿

増

　

　

和

大 会 委 員

川端

小官

毛利

平木

吉田

昇市

淳宏

清志

武美

信之

高倉 正治

内藤 安雄

杉山 健治

田中 和康

井上儀平次

五十嵐正信

伊沢 二郎

辰市 祐昭

吉松 主税

成井 政一

秋元 信一

市嶋智三郎

宮山 昇三

鐘ケ江聖次

青木  宏

今井  先

塩川  甫

吉木  実

林  一人

日置 良彦

吹田

範山

伊藤

赤崎

修一

正雄

照男

節子

ミ

日本パ・`ミン ｀ン協会常務理事

日本実業Elパ ドミントン連盟常務理事

福岡県バドミン トン協会副会長

福岡県 パ ドミン トン 協 会 理 事

相
・　
　

並
　
中
　
箱

木
　
村
　
崎

場  清

万 次 郎

高  治

正  夫

杉田 治人

勝野 雅文

新屋安良士

村上  弥

荒田 征勇

総 務 委 員

大西

本田

島本

瀬藤

広永

吉田

克巳

義種

栄

照彦

恵子

信之

山田

藤木

佐藤

工藤

吉松

赤崎

義治

隆寛

紘一

陽三

弘子

節子

柳

石井

後藤

永山

加来

利信

保

崇行

員美

利昭

多賀

松延

横尾

協田

都

常次

彰友

鵬

虎一

英幸

高田  等

測上 英紀

筒井  悟

矢野  嘉

高沢 正晃

,

′

6

ヽ



員役技
立
一
乃

■
７
″

競 技 委 員 長

競 技 副 委 員 長

審   判 長

長冨」  1導   半」

日本 バ ドミントン協会常務理事

福岡県バ ドミントン協会副会長

福 岡県 ′ヾ ドミン トン協 会 理事

日本 パ ドミントン協会常務理事

日本実業団バドミントン連盟常務理事

福 岡 県 バ ドミン トン協 会 理事

第 1会 場

1コ ー ト

2コ ー ト

3コ ー ト

4コー ト

5コー ト

6コ ー ト

(北プし州1大学 )

第 2会 場

1コ ー ト

2コ ー ト

3コ ー ト

4コー ト

5コ ー ト

6コ ー ト

斉 藤 健 太 郎

伊 藤 基 記

健  治

1動

佐 藤

元 重

竹 下

宮 原

渡 辺

福 丸

三 原 邦 吾

三 沢 英 二

杉

　

遠

山

　

山

審   判   員

次
　
一

常

精

賀

山

多

秋

任↓

一

理
　
助
　
之

幸

信

上
　
守

田

水

津

吉

道
　
三

隆
　
良

岐

野

壱

春

武
　
等

士
ロ

美
　
田

新

高

副主任 紘 一

邦 博

保 雄

秀 三

恒 輔

卓 弥

″  荒 田 征 勇
(

審   判   員

会 場 委 員

(小倉体育館)

主 任  増 田 勝次郎
″   都   英 幸

副主任 加 来 利

中津留

昭

豊

久

己

夫

悟

武

和

缶

田
　
元
　
保
　
井

桜

藤

久

筒

進 行 委 員  第 1会 場

曰 置 良 彦 副主任  柳   利 信

本 田 義 種 副主任  矢 野   嘉

副 li「

第 1会 場

主 任

第 2会 場

主 任

治

友

義

彰

田
　
延

山
　
松

寛

彦

隆
　
照

木

藤

藤

瀬

任

員

主

委

主 任

委 員

杉 田 治 人

大 林 童 行

横 尾  備

井 上 秀 夫

7

第 2会 場

副主任



役技粒明 :t

掲 示 委 員

記 録 委 員

報 道 委 員

救 護 委 員

第 1会 場

第 2会 場

H t +5

第 2会 場

シ ャ トル 委 員   第 1会 場

第 2会 場

f.E tu-tx*d

LE #tt+&

主 任  勝 野 雅 文

主 任  辰 市 祐 ,`脅

主 任  工 藤 陽 三

主 任  中 村 高 治

主 任  宮 山 昇

主 任  筒 井   悟

主  任

副主任  吉 松 主 税

副主任  石 井   保

副主任  青 木   宏

副主任  吉 松 弘 子

副主任  井 形 尚 子

副主任  後 藤 妙 子

副■任  瀬 藤 照 彦

副主任  森 山 紀代子

副主任  牟 礼 キヨ子

第 会 場

会 場第 2

受 付 接 待 委 員   第 1会 場

第 2会 場

式 典 委 員

委 員  岩

主 任  島

主 任   口

西 克 巳

尾 洋 子

本   栄

置 良 彦

第 1会 場

第 2会 場

主 任  敷 田 光 子

L任  望 月 郁 子

8

副主任  新 谷 安良士

副主任  吉 原 テル子



‘
　
‘ 式  次  第

会  式    6月 18日

役 員 選 手 集 合

秩父官妃殿下 こ臨席

大  会  日  程

AM9.oo    北九州大学体育館

(AM 8.30)

1 開

1

2

3

4

5

6

7

8

9

場

告

唱

言

遼

拶

辞

選

入

通

斉

宣

‥杯

手

式

歌

会

勝

選

開

国

開

優

挨

祝

辞

誓

意

唱

唱

告

場

注

斉

滋

敏

雄

弘

俊

沢

田

米

本

森

で

10 秩父官妃殿下のお言葉

11 歓  迎  の
12 選  手  宣
13競 技 上 の
14「 若 い 力」
15 万  才  三
16 閉  式  通
17 選  手  退

大 会 委 員 長 森 友 徳 兵 衛

大 会 会 長

大 会 名 誉 会 長

九州バ ドミ_ン トン
連  盟  会  長

」ヒ ノし

」ヒ チL

審

(2番 迄)
北九州市議会議長

競 技 委 員 長

大 会 副 会 長

北九州市教育委員長

大 会 委 員 長

斉 藤 健 太 郎

森 友 徳 兵 衛

男子団体 ・ 女子団体

男子 ・ 女子個人戦

田

上

藤

　

石

吉

渕

伊
　
　
明

長

所

長

市

役市

Ｎ
¨
　
　
　
■
．

り

＝
「

１

法

英

基

　

清

晴

紀

記

　

彦

2 閉

壺” 日 程

２

　

一
タ

月
　
整手選

式

員役

▲
〓

表

彰

拶

発績威

表

挨

言

告

場退

宣

通

手暑

会

式

，員

閉

閉

役

市 立 小 倉 体 育 館

2開 式 通 告

雄

雄

春

茂

崎

岡

岡

大

技

第

第

第

第

第

口

日

日

日

日

(6.18 AM 10.00)

(6.19 AM 9.00)

(6.20AM 9.00)
(6.21 AM 9.00)

(6.22AM 9.00)

==大 会 の 注 意 ==

選手は試合開始 1時間前に到着し、責任者は進行係に伝えること。

コート及び時間は変更されることがあります。

競技区域内には競技者及び役員以外は入らないようにして下さい。

各自持物には十分気をつけて下さい。

9



試 合 時 間 表 (1)

会 ユl 第 1 会 場  (北九大体育館)

4
|

5 16

3 ″ 4 ′′  7 ′′  8

||[三コ|は決勝及び3位決定戦

第 2 会 場  (小 倉体育館)
｀ヽ、 コー ト
日時
‐`
―

″

一
2 3

IヽT 5 ′′  6 LTl ″ 2

Tl ′′ 19 LT5 ′′  6

6

10.00

12 00

MTl

MT10

3 4
第

″  11 ″ 1 ′′ 15 ″ 22 ″ 23

′′ 12 ″ 1 ′′ 16 ′′ 21 ′′ 24

″ 2 ′′ 27  ́ 28 ′′ 31 ′′ 32

7

戦

14.00

16.30

MT9

lヽ T 25

9 00 T3 ′′ 34

11.00 ′′ 16

1130

13.30

14.00

9.00 MD F″ 2

, 30 MD7

T17 ′′ 20 LT,

T29 ′′ 30 LTll

′′ 10

′′ 12 ″ 13 ′′ 14

- 3sl

-l
″ 3

T3 ′′ 38

″ 3 4 "s "ul LDl ′′  2 ″  3
′′  3

4 6

2
″ 8 ′′  9 ″ 1

′′ 14 ′′ 15 ′′ 16

20 ′′ 21 ′′ 22

30D l ′′  2′′ 11

′′ 17

12 4 40D l

10.00

10.30 MD19 ′′ 15

′′  7

12

18

' .21

″ 26

″ 231″ 24

LD7 8

L Dl ′′ 14

30D5 ′′  6

′′  9 ″ 10 11

第 |″
″ 1 ″ 17
|_

L D19MD25″ 2 27 ″ 29″ 301

MD37

1230 IヽI)42

13.00 Nll)46 47

13.30 lヽS 3 0

14.00 MS4 8
|_

″ 351″ 361

_1■|__|

L D2 ′′ 23 ″ 2

30D9

″ 2 ′′ 30

40S l  ″ 2

′′ 22

′′ 10

″ 25MD311―
|―  |

″ 321″ 331
~1~|
″ 381 ″ 391

″ 431″ 441

34

40

4

人 l`I)48

′′ 9

MSl

MS6

′′ 11 ′′ 12

′′ 18

4

一
１
１

コ
一

一
■

一

一
０

一

一
』
口
Ｌ

″ 1
~|~|

|   |
|~|

″ 51″ 6110

L D31

30S l

′′ 32

′′  2

|

|

~ | ~
′′ 31′′ 4

・ト

14.30 IM S13
1~

15 00 MD50

14 15 ′′ 17 ″ 34 30S7 ′′ 8 ′′  ,  ″ 10

″ 1540S4

40S5

11

17

23

″ 51 Ms19 ″ 20 ′′ 21  ″ 22
~|
″
_131

14
１２

一

２

一

一
　

　

　

．

″

一

″

一

１ １

一

１

一

Ｓ

一
Ｓ

一

３〇

一
Ｌ

一

1500 M S23 ″ 2 ″ 25 26 27 ″ 2811
~||
″ 35‖

||~||

′′  3 ′′  4

′′  8 ′′  916.00

16.30

lヽS2 ′′ 30 ″ 3

17.00 MS36 37 38

46 46

34 LS6 ′′  7

L S12 ″ 13 ′′ 14 ′′ 15

′′ 39

′′ 47

′′43 LSl ′′ 19 ″ 20  ′′ 21

″50‖
~|

Ｔ

Ｔ

Ｄ

Ｓ

Ｓ

Ｄ

Ｍ

Ｌ

Ｍ

Ｍ

Ｌ

Ｌ

男 子 団 体

女 子 団 体

一 般 男 子 複

一 般 男 子 単

女  子  単
女  子  複

30D
40S
30S
40D
混

30イヽ

40代

30代

40代

混

子 複

子 単

子 単

手 複

-10-

L T15

Tl 1

T3,
4

L D38

″ 53

男

男

男

男

t23 一
　

‐

一
１

４

″

一

″

一

″ 81
|~|

|

IMD131
′′ 18

~|    
―

|

L D271″ 281
_   _      _|

1~

4

11■ oo

111.30
1~

|_二 翌 _

~|
″ 281 ′′ 81

-|

3

一
　

　

一

1 17.30 1Ms441′
′

@ _|

‐
一



試 合 時 間 表 (2)

会 ●: 第  2 会 場 (小 倉 体 育 館)

コート番

9.00

,30

10 00

2 4 6
口

混   1

混   7

4

30S  16 17

30S  20   ″   21

18 19

23

49

59

む1    9

lヽS 51 52 13 14

混  11 12  4ヽS 33 40

57

25

41

第 11.30 IヽS 53 54 ′′    55

30S 24

58

イロ
12.00 混  15

12.30 LS 24

16 26 27

25 26 27 29

34

30

3513.00 LS 28 31 32 33

4 13 30 IヽS 56 . 60

67

73

61 62 63 64

MS 66

14.30

1500 MS 72

68

74

70

30S  28

71

76

29

7877

日
15 30 39 41

混  17

30S 30 31

94

LS 66 67

lヽS 95

40S  6

人

16.00 LS 42

LS 54

18.00 MS 81

LS 48 1 49

45 47

55 56

82 83

88 LS 60

51

80 LS 52

57 58

84

50

75 79 53

59

86

634ヽS 87

10.00 �I S 89

LS 64

第
91 92

10.30

11.00 lヽS ,3

11.30

12 00 96

-11-

一
目一種 3 5

10.30

11.00

_|_
‐

l~

14.00
一

６ ９

一

一

-1~|~LS 36 1 ″   37 1 ″ 40

461
~|~

43

０

一

０

一

ｎ

二

●
●

一

贅

可

一

|∠_ 611 ″~~|~

|

6生
|

一 |―
|

~|~

|

|~

一
　

一
　

一

18
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男 子 団 体 (1)

9

,

.  10

11

12

, 13

メ

14

15

ユ

ノ    25

′

2
26

′   27

′

〔MT〕

|
メ

,

,

1 トヨタ自 動 車 工 業 (愛 知)

2富 士 重 工 三 日 (東

3住 友 化 学 新 居 浜 (愛

4大 日 日 本 電 線 (兵

5三 菱 重 工 京 都 (京

1

2

3

4

P 決媛)

庫)

岡 )

li

京 )

２

・―

―

一

勝
Ｔ
ユ
４０
，
Ｆ
ト

タ

を

／

ヽ

γ

/,

タ
′い
」)‐
/″

′I(

6岡 山 市 役 所 (岡 山

7石 川 島 猪 磨 重 工 (東 京)

8 宇部興産宇部窒素工場 (山 口)

9神 戸 製 鋼 尼 崎 (兵 庫

10西 日 本 相 互 (福 岡)

11甲 府 市 役 所 (山

12 関 東 自 動 車 工 業 (神奈川

13山 陽 パ ル プ 岩 国 (山 口)

14三 菱 電 機 長 崎 (長 崎)

又

υ

＾

4
37

つ

，
ブ

′

し

2

―

τ́

々

〆

ιＫ

テ15 同  研  化  学 (埼

●

“

2

,

16 安  り|1  電  機

17住 友 化 学 菊 本

18三 菱 電 機 伊 丹

19北  辰  電  機

20電    々 大  阪

(福

(愛

(兵

(東

(大

′

／

　

ノ

Ｏ

Ｊ

/

,

-12-

力
　
ヽ



男 子 団 体 (2)〔 M丁〕

一
～

幌 鉄 道 局

松 市 役 所

イ キ ン エ 業

崎 通 信 機

紅  飯  田

(北海道)21

(香 川)22

(大 阪)23

(東 京)24

(大 阪)25

17     
′

♪ b

イ:

国 際 電 々 (大 阪)26

東 京 芝 浦 電 機 (神奈川)27

善 石 油 松 山 (愛 媛)28

鳥 津 製 作 所 (京 都)29

日  本  鋼  管 (神奈川)30

29    ″

丸

,   ,

19

,

Ｄ

′
　

、
ァ

θ

30

31   ノ

Ｄ

　

　

′

′

′

“

、
′

・
　

′

“

　

‘

∠

菱 重 工 長 崎

製  作  所

九 州 市 役 所

立 製 作 所 茂 原

下 電 子 工 業

(長 崎)31

(新 潟)32

(福 岡)33

(千 葉)34

(大 阪)35

「 I

22

ノ ″
´

36

，
υ

′

′
‐́

5

庫  精  練 (石 川)36

古 屋 市 役 所 (愛 知)37

田 市 役 所 (人 分)38

商 工 信 用 組 合 (岐 阜)39

 々 東  京 (東 京)40

7  -j

32     ′

、
γ
〉

8

24

-13-

ん
ヽ

′
~t■__

′



女 子 団 体 〔LT〕

年 ~12

1琴 平 電 鉄

2三 菱 電 機 伊 丹 (兵

3芝 浦 製 作 所 小 浜

4日 立 製 作 所 茂 原 (千 葉)

5名 古 屋 鉄 道 (愛 知)

6松 下 電 子 工 業 (京

7東 邦 レ ー ス (埼

阪 )

卜
ヽ

4___11

,

15

ム

レ̈

′

ヽ

3

3

め

ジ

´
¬

´
，

`

-14-

“

,

υ

′

6

′

ヽ

θ8 電   々 大  阪 (大

9大 丸 東 京 (東 刀
レ

13

14

C

18

17

位 ′

ζ
10電

11 丸

東  京 (東 京)
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辺 (豊  田 工 機)

田 (三 菱 電 機 伊 丹)

川 (大 丸 東 京)

際 (名 古 屋 鉄 道)
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30代 男  子  複  〔30D〕

井
　
田
　
元

福
　
士口　
諌

崎
　
田
　
山

河
　
山
　
梅

4馬 場

5福 井

6三 代

7山 城

8浅 井

9遠 山

10柏 木
11 岡 本
12 池 内

1 沢

3井   原

4 田

5越   智

(河 崎 ラケ ッ ト)

(大 日 日本 電 線)

(日 田 市 役 所)

(岡 山 市 役 所)

(住 友化学新居浜 )

(北 九
~州
市 役 所)

タ

,

，
＾

神子戸

津 吉

藤 木
6

12

多 賀

佐々木

大 林

松 永

水 川

浜 中

(ト ヨタ自動車工業)

(国 鉄 後 藤 工 場)

(安  ′|1 電 機)

(北 九 州 市役 所)

(岡 山 市 役 所)

(丸 善 石 油松 山)
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(北 九 州 市 役 所)

(岡 山 市 役 所)

(国 鉄 後 藤 工 場)

(国 鉄 後 藤 工場)

(住 友 化 学 菊 本)

(岡 山 市 役 所)

(住 友 化 学 菊 本)
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30代 〔30S〕

多

男  子  単

2
1 前   日 (丸 菱 商 事 岡 山)

,
●′`

中 (丸 善 石 油松 山)16

賀 (多 賀 印 刷)17

本 (岡 山 市 役 所)18

吉 (住 友化学新居浜)19

崎 (河 崎 ラケ ッ ト)20

々 木 (国 鉄 後 藤 工 場)21

林 (安  り|1 電 機)22

日 (電  々 大 阪)23

藤 (東 京 中 日)24

1::(住 友化学新居浜)25

内 (丸 善 石 油松 山)26

木 (北 九 州市 役 所)27

川 (岡 山 市 役 所)28

井 (国 鉄 後 藤 工場)29
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40代 男  子  複  〔40D〕
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〔混〕△
ロ混

1板 垣

2米 沢

0  /1ヽ  り||

4今 井

5 田 _L

6 長谷川

7北 村

8 池 田

9 三 宅

10 鈴 木

11 木 谷

12秋 山

13 小 官

14 森 本

15 福 田

16宮 川

17佐 藤

18 星 野

粂 田

秋 田

宮 竹

佐 藤

鈴 木

橘

浜 中

花 本

玉 水

秋 山

松 本

林

土 井

今 日

平 野

渡 辺

松 崎

有 木

(ト ヨタ自動車工業)

(三 菱 製 紙京

(電  々 大 阪

(サ ン ケ ン 電 気 )

(電 ・  々 東 京)

(ト ヨタ自動車工業)

(三 菱 重 工京 都)

(電  々 大 阪)

(西 日 本 相 互)
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昨年度世界選手権大会並各選手権大会御使用

YMミ セキネツト製作所
埼玉県幸手町助町 (東武日光線 幸手駅下車)

TEL(埼 玉幸手)379
運動具店品切の節は御一報下さい。

第 1回 以 来 検 定 合 格

セ ン抜 き無 用
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☆リッ薦冒田ロコ

十條製紙株式会社小倉工場

工 場 長  松  田 武

化九 州 市 小 倉 区 大 字 篠 崎 540

TEL ⑫ 代 表 7081番
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事 業 所 名

簿 (男 子)

|     ~~■

1監 督 名 |

選 手 名

手 名

|

剰 II] 日本鋼管KK 鶴見製鉄所 岩田 二郎

関東 自動車工業 KK 井上 忠久

東 京 芝 浦 電 気 KK 伊勢川芳長

岐 阜 商 工 信 用 組 合 田中 文一

トヨタ自動車工業 KK 山城

遠藤 啓治

磯貝 泰史

池田 昌弘

井上 忠久

久保川 勝

山下 高志

青木  昇  石川 二郎  伊田 真一

高橋 宏之  鈴木 宣昭  守屋 孝夫

桜井 光雄

周辺 安夫

三国 良彦  金丸 賢市

翠  邦彦  上原  章  和田  明  河田  満

小宮 好雄

杉政 和男

山城 智徳

板垣 善憲

小林 一宏

多賀 純一

渡辺 順三

伊藤 鉱一

石原  教

石田 信行

下津 康宏

安川1 和正

永谷 祥三

森  晃一

落合  忍

松本 真一

倉田 弘道

北村 修一

竹端 縫二

溝渕 宏二

高野五十美

未谷 正美

長谷川敏彦

多賀 靖之

皆川1 英雄

渡辺 泰竹

福井 達雄

北村 稀一

中村 昌二

高橋 正義

福田 元彦

森  満樹

工藤 鶴雄

小川 正夫

鈴木 紀元

坂本 正二

小谷 裕司

藤井 靖雄

品川 勝男

池田 芳麻

ｒ

ヽ

名 古 屋 市 役 所

豊 田 工 機 KK

伊藤 鉱一

野村 嘉明

矢田 直宏

男
　
人

和
　
正

藤

藤

加

加

水」1「 輝彦

富

京訂jl(∫ 三菱重工業KK京都製作所

三 菱 製紙 KK 京都工場

大志方敬 秋山

中尾

米沢

和田

加藤

真一

政実

貞義

正高

英昭

島 津 製 作 所 田中  優  若村  登

山本 正彦  古田  茂大阪府 松 下 籠 子 工 業 KK 山下 善昭

畑部 輝秀

丸  糸|: 卿
' 
日 KK

ダ イ キ ン エ 業 KK

国 際 電 々

哲

宏二

方麻

村田

酒井  武

松岡  剛

武村 俊平
松浪鋭四郎

広瀬

一局

森本

中

一
７

務
　
正安

電   々  大   阪 池 田

-24-
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県 名 事 業 所 名

三 菱 電 機 KK伊 丹

KK神 戸製鋼所尼崎工場

大 日 日 本 電 線

古 川1 電 工  K K

岡||1県 岡 山 市 役 所

丸 菱 商 事 K K

国 鉄  後 藤 工 場

山口県 宇部興産KK宇部窒素工場

山陽 パ ル プ岩 国 工 場

香 高 松 市 役 所

日 田 市 役 所

竜琴 平

丸善石油KK 松山製油所

住友化学 新居浜製造所

住友化学工業KK

菊本製造所

大分県

選 手 名 簿 (男 子)

1監 督 名 選

荻野 一夫

青山 芳正

小川 雄三

浜口 博信

並木 良夫

近藤 利一

阿部一二三

大黒 和明

山田 達也

栗   守

小松  貴

岡本 武利

梶原 恒彦

前田 俊一

立花 宏昭

藤架 邦彦

小泉 淳一

栗原 征夫

清水

吉田

手 名

古高 郁夫  原口  1宏

足立  誠

森田 俊治  竜円 栄治

田中  至

力  佐野 喜彦  胚座 一利

昇  中村 邦宏

社 44三 藤井 英雄

社  竹三

水川 捨夫

馬場 睦純

小梶 繁雄

神子戸輝幸

大村 安治

松村 哲幸

井原平八郎

松永 恭昌

山県 保夫  伊藤 淳司

川岡  智  田原 敏雄

林  厚志  官岡 康臣

田鰍 敏治  浅井  譲  佐々木義政

木曾新一郎

河野 耕司

足立

I11本

ヨ

■1修身岡崎

ヽ

野口 利行 辻村 栄一

横岡 忠幸

東条 義昭

遠藤  孝  谷本 EE一  野口 敏行

日中 真一

牟礼  顕

池内 義夫

堀内 弘敏

奥

浜中  誠

小林  晃

豊島  進

須山 盾夫

越智 勤也

中村 昌弘

松木 信夫

妹尾与志文

福井 久男

大島 宗紀

二吉 孝一

松井  哲

自石 卓夫

幸野 邦昭

前田  斉

矢野  晃

矢島 行雄

安藤 八郎

佐伯 友正

池内 義夫

津吉 哲郎

片山 逸志

梅山剛太郎  諌元 慎一  桑野  昇  田中 大也

春武 俊一

-25-
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選 手 名 簿 (男 子)

事 業 所 名 lmra I
手 名

山崎 敏則  山市 散造  栄  信重長崎県 三 菱 電 機 長 崎 製 作 所

三菱電工業長崎造船所

安 川 電 機 製 作 所

三郎

優

木村俊

島沢

実吉木

三 沢 英 二

江原  澄

佐藤 孝章

中岡  洋

前田 国臣

山口征一郎

重松 田」三

遠山

百々

田中

励

信幸

茂行

杉原 征治  河口 彰夫

三宅 孝明  渡辺  直西 日 本 相 互 銀 行

北 九 州 市 役 所

多 賀 印 刷 所

喜多 昭夫

平野 勝也

大林 重行

永島 俊臣

吉田  豊

県福岡 大林 重行

星出 秀昭

佐藤 国晴

三沢 英二

小野 重光

柏木健次郎

多賀 常次

渕上 英紀

藤木 隆寛
三代 隆博

勝野 雅文

坂本  良

遠江 一彦

松永 俊昭
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名

一

一
県

一
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福 井

事 業 所 名

帝 国 石 油

KK芝浦製作所 小浜工場 石原

選 手 名 簿 (女 子 )

選 手 名

高森 幸子  村田 泰子

横山 満子  高橋 奉子

長岡 清子  野村 雅子  芝崎加代子  倉谷 潤子

監 督 名
「
　
“

札 幌 鉄 道 管 理 局

東 邦 レ ー

曰 研  化

ス KK

学 KK

電 気サ ン ケ ン

浅井 進一 佐々木フミ

高橋美智子

佐藤 恵子

中川美枝子

尾熊ミツ子

加賀谷ユミ子 児玉キヨウ子

北海道

秋

一
栃 関 東 自 動 車 KK 保坂 俊一

日立製作所 茂 原 工場

「11

木

千

手島 好子  黒崎 栄子  小出千代子

柴田 英美  江力l 絹子  鈴木 美子川崎 和吉 福山 正子

植木タカ子

日向野和子

高橋  護

佐々木滋夫

秋山 恵子

遠口l 洋子

高橋キミ子

秋山 文子
鈴木  恵

小沢 英子

小川 智子

橋  妙子
武田 初代

山際卜そ子

倉田芙美代

塩山 貴子

吉田 則子

鯨  路子
石川 島播磨重工業 KK

KK 大 丸 東 京 店

電   々  東   京

T--
Ex J d'tt u(7

土井三枝子

大塚 弘子

渡辺 幸子

渡辺 直子

伊藤 義孝

秋山 真一

有未とみ子  鈴木 柳子  金藤 貞子忠男

日本コロムビアKK川崎工場神奈

トヨタ自動車工業 KK

名 古 屋 鉄 道 KK

豊 田 工 機 KK

三菱重工業KK京都製作所

三菱製紙 KK 京都工場

杉田 良子  大矢 定子  内田 孝子

粂田 順子
林  信子

丹羽さよ子

和田 呂代

浜中 妙子  林 喜美子  永井かおり  大八木いと枝

山川1 寛子  秋田 梅枝

「̈京

大 電   々  大  阪

丸 紅 飯 田

松 下 電 子 工 業 KK

芳 麻池田

村田  哲

矢田 直宏

花本 順子

平野 泰子

湯浅千鶴子

松本美代子

浜田 晴美

吉井千代美

官竹久恵子

森田 敦子

吉田 富子

今日 昌枝

蛭川 洋子

宮川 桂子

兵 庫 | 三菱電機KK 伊丹製作所  」ヒ  義一

宇 部 興 産 宇部窒素工場 |

牧野 芦子
岩田 京子

lilil 都  岩田 洋子  伴野ヨシ子
宏子

山 口 江原 敏子  松村 和美
|      |

1香 川 1琴 平 電 鉄 横井 文子  森  久子  渡辺百合子  清水 照美

玉水 典子
小冨」り||イ申子

塚本キヌ子

森山美代子

松崎 栄子  松本貴久子  中牟田美都子E E A +H E ffi fi IE'A 実

　

　

実 小林千代子  能丸
梅崎 郁代
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KK久 留 米 井 筒 屋 晴  西山マキ子

1県
名

|

一
玉
‐

‐

‐

‐

一
京
‐

‐

一
埼

″
　

″

一
東

1深津  豊 |

一―

―

一『

有!ξ 工作



チーム
回数
チーム名1監

過 去 の 栄 冠 (1)

正
粂夫 ト ヨ タ |

自 動 車
(愛知 )

名選名選

谷

優 勝

和

中 井

1952
|  |
東 京 都第

十条製紙
伏木工場

工

釣谷 友一
責F

浩仁 エ

■石

木

山

清
幾 男淳一

釣 谷

ブ‐ ル  ト ,

不ポ

「

ツ 1秋元幾男
(神奈川),

吉
郎
万
次養

元
上
秋
井

上
　
谷
工

釣谷
荒木亥

1鈴木
1荒井

i配井

日産自動車
|

1加藤国男
(神奈川)|

下

豊
啓治

ヨ動
蜘

卜

自

＜
池鉱市

|口枝
11こまf

菊間昭治艤蜃
「圧
`ロ

」t
'こ

市
秀
平

鉱
家
真

池
羽
月

|サ

]

子

正好
一
正

一
ク
〓

友
則
芳

友
三
則

下

川

谷

|十
条製紙
・

伏木工場|

|(富岡)|

昭

佐治  豊

1957高 松 市第 6回 清水 正 谷

谷 TI菊
間昭治

一
一

亥

川

|   |   |

|119571岐
阜 市

製紙

山 )

十 条

清水 正
|(富山)

1第

,
荒木亥久一

徳
之

友
三
則

清水 正工 場 佐」II

清水
1,|!|||■ 治

第幌
一
徳
之

菊間昭治1螢撃
1石川

佐治
十佐

久

|・条製紙
DI伏木工場
(富山)

清水

木亥久男
沢 三徳 札幌鉄道

|

管 理 局 1西木秀一
(北海道)| 平沢

渋井

111 ,「
t

l“杵,  r,1略

高橋

喜多川1 広 克英

忠

|1  員 .井川
熊倉通寺市主

］

名

倉 敷

守  清

第10回 伏木
(富
清水正暦套亥

1江守

男
徳
清

久
三

電々東京

(東京)

III∫

11,

一

　

１１

一　

第

名

一
数

一

一
回

一

．

―

ユ

Ｌ

一鵬
一

―
上
Ｆ

一

´

一

製

清水 正
山 )

木亥久男 品川|・

伏 零1吾
京並木万次郎|:l雲i 議員籍

(末原

' |     1喜
多川1 広 小林

占i峯 1多賀純一
1磐

磨建籍戯冨
(愛知
'      

赤羽 茂治 多賀

沢 三徳
守  清 Iη

大野
山 田

熊 木 市 l2El
電々東京

(東京 )
並木万 ′

~'

々

多川

恵勇
~■
戸
~~

条 ,,13

1星野

高橋 章
1爽習

ト ヨ タ
自 動 車 多賀純一
(愛知)|

后
木
岩
鈴
憲
夫
靖

善
照
元

富田
宮ヽ

:`

名

ト ヨ タ
自 動
(愛知

深)lt t, 鈴木 紀元 小富
杉政 和男 板垣

′,1: 電々東京

(東京｀
星野忠男

1絆杏 
幸
秀 昇譴 曇墨

|

山 14回

ト ヨ タ

~1~~|

石
~|
~I

１９

　

一
　

１９

女

一
　

１ ９

子

口1

回

　

　

　

回

巻和酒

第

市

一示

浜

東
５２

　

一
　

５３ ヨ晶
卜

自

＜

自 動
(愛知

酒巻和男 1保田 久子
1山本 満子
|~
1保田 久子
1山内登美子

伊与田照
藤井 寅

伊与田照
吉永千代

日  本
コロムビア
(神奈川 )

川とみ 奥谷 喬代 荒川とみ子

日 本
|

コ●ムピア1中野一夫
(神奈川)|

奥谷 喬代 荒川とみ子 ,

保

山
田 久子
田 雪子

田照
きみ

伊与
水野

日  本
文

|

|」

ア

＞

-28-

541長 崎

|

ム
奈
口
神
コ
ｒ
、

ビ ,I 林ヽ 歌子 荒川

~―

-1

」

|   |

1年 1開催地

1953横 浜 市
1第
2回

―

|_|_

|   |

|・条製紙
|

伏木工場 |

(富山)|

|十条製紙|

伏木工場1石上 実
(富山)|

日本鋼管|~~
響
見造船
1菊間昭治

(神奈川)|~~‐
1~

十条製紙|

伏木工場1清水 正
(富山)|

羽
池
本
巻
一

■
小
貝
酒
一水

1954長 崎 市第 3回

1955名 古屋市第 4回

1956高 岡

~|~

市1第 5回

貫雄
清一
源二

|)

手 |

|       |
ト ヨ タl   i
自 動 車1小池鉱市 |

(愛知)|    |



チーム年 開催地 回数

1955
'1‐

‐|「 i 4回

高 松

1957 II 第 7回

|

高橋率太郎
12駿 :孟季 粟

|[富 日  本
コロムピア
(神奈川 )

仙
郵 政
(宮城

林 歌子 荒川とみ
川1 良子

局
1)

伊藤隆文
小林 歌子
‖とみ子 大川 良

チーム

台 |

政 局
富城 )

日本 コロ

ムピア

(神奈川)

岡  山
|

市 役 所 |

(岡山)|
崎本幸 権田 節子 光本 政子 深津 豊 沢 節子 花井

ト ヨ タ
自 動 車
(愛知 )

女

子

幌 回

井」二 柱子
森岡貴美子

横井キヌ

事 務

役
剛

役
融

香

キヌエ 山下 久

権田 節子 小林
光本 政子

権田 節子 光本 政

川

之上周

岡
市
＜

崎

岡
所
＞

山
所
，

山
所
＞

岡
市
＜

1958

理
所
＞

邦夫中山政子
満子

村

山
木

相場清一

1横
1959 9回 役

富山
清 水 正 高島 洋子 中島 崎 智 井キヌエ 山下

相場清一 木村 政子 横山高島 洋子 中Ft

橘 美智子

高
市
＜

:可
■
一名古

帝国石油

(秋田)
役
富山

~|
高  岡
市 役 所
(富山)

1961 倉 敷 市 11回 iI I

田島外茂子 文

高鳥 洋子 中鳥

琴平電鉄

(香川)
竹内恭平

相馬清一
lll 満子
橋 奉子

ト ヨ タ
自 動 車
(愛知 )

神 奈 川
木亥
川

1962 本

久
由下

森
山
子
子
文
範
井
武
横
官

井

体
土
橘

豊

2ロ 島井政雄

条 13回 有馬正作 久子
由子(香川) 山下

|

市

1第

1山 4回
琴平電鉄 |

|

(香川)|
有馬正作

横井
富武 |
渡辺百 (秋田)

過 去 の 栄 冠 (2)

横井 文子 宮武
森  久子 山下
田島外茂子 渡辺百

子
子
子

信
枝
妙
三

種 目 別
‐

‐

一

川

　

一

奈

　

一

朗

　

一

芳

　

一

神

氏 名 π

仙台 田  博

川 良子

山田
生田仁
養三
紀雄

十条製紙

巨1

一般男子

一般女子 H]l+ r - 善 通 寺 )o!^t7
ツ ヤ

|ヽ:| 王 清志 大  阪 富

山市役所一般女子 #*r- キ ヌエ

下 久
‖l 良

十条製紙 栄一 越 ■,々 |■京一般男子
|,|!| 港市|11

中島 髯季高岡市役

-29-

一般女子  高鳥 不二越鋼材

克

苦 褻 0_A″
1谷
津  京 子  西 堀 富 美 ¬

同価ツ 頓pi佐藤 範子      |１９５
　

一　
昴

回

　

一　

回

く０　
　
一　
　
０́

第
　
一　
」康

司
―
「
司

|

_|―
|―

1963

_聾二 __二 ____壁 ___
単    1    複
名 1所 属二[氏 名 1所 属

~~~憂~~~
~・・・・・・・・・・・・・~~~~~~~~~~~] ::i:1~~

氏_生上面二]■

~~~扇~
~~~硬~

氏

一般男子
1佐

藤 芳朗
1神
奈 川
1修
薔
芳
個

場僕,光緩1岡
山市役所



年度 種 目 別
氏

一般男子 井  栄

一般女子 般若鉄エ

所 氏 名

井 文

嘔 所 属

電々東京三   越 片石
永井

岩  倉
ホモゲン
三  越

|       |

山  形
1奈鰈克遠

~|~

香 りll憎
井 羹 暮 季

~~~1~

日  本 1杉田  博 |

コロムビア
1岡崎 恵三|

栄

和
文
百―|
香 川

一般男子 宮ヽ 好 ト ヨ タ
自 動 車

一般女子 横井 文子 琴平電鉄

ト ヨ タ
自 動 車

一般女子 la+ r+ 琴平電鉄

||:」 11 忠奸|
富|11  11 電々東京 崎 恵三

美智子
井美智子

金森商店

宮ヽ 好雄 ト ヨ タ
自 動 車

夕
車
ヨ
動
卜
白
】

田 カ
鎖雄 電
々東京

善憲
ト ヨ タ
自 動 車

岡崎 恵三
遠藤 真男甲

久子1琴平電鉄 宮武 範

準

暦 |~所
~~百~|~氏~

所 属

|ガ

港 南 中
日  本
コロムビア

金森藤平
商  店

1横山
1木村

|~

井 文子
I

奉子
|久子

6   1964 一般男子 宮ヽ 好 ト ヨ タ
自 動 車

一般女子

|

14

官
垣
小
板

．　
井横
森鉄電

平

1横

井 文 琴

]属  氏 名 名

40代男子 伊藤 基 熊本女手大
|       |       |

井 先1東  京1実製  勇|
|~~―

    ヽ
|

1藤井 光男|

1相
場 清一

|

1957  30代男子 毛利 清志 山陽学図

40代男子  伊藤 本女子大

岡   山
井 光男 東 示

YMCA

lit

YMCA
秋 |||

.語国ア|,|||

井  先1東  京
|

渡辺   秋
中村   帝国石油

1大沢  渉
|

.田
中荘二郎

北 海 道

30代男子

40代男子  伊藤 熊本 子大

毛利
山上

岡
山陽学

Ili

園

~~~~~|―
―

|

藤健太郎
1需 日新喬

1否
霧 智驀

|

毛利
岡

山
山| 夕

車
知

ヨ
動
卜
自
愛

陽学園

女

周

香  川 先東  京
1特
整

熊本女子大
ト ヨ タ
スポーッ

一
″

神 奈 川

信
夫
　
　
博
郎

重
辰
　
　
　
次

上 重信1富

香

富

博

30代男子 毛利 岡  山
山陽学園

岡  山
山陽学園 川|ヨ上

|?↑

~|~~

川層爺金
~~|~~~

山
1質
暴

40代男子 伊藤 基記熊本女子大 鳥ヽ 香  川

富

　

　

香

山

川中北

松田
宮地 次吉

金沢大学
富  山

|

|

」
=|

|
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50代男子 繁雄 岡山 次
|1彦
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1回数|
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優

50代男子
1宮
地 次吉
1富
 山
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沢大
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敷1年度 1種 目 別 |

1960 30代男子 毛利
岡
山
山
陽学園 山

岡  山
山陽学園

熊  本 熊  本

■

40代男子

50代 男子

|■ ,■  ',t 女子大
井
地

神 奈 川 香  りII 川

官地 次吉 富  山 誰

宮地 次吉 富  |ロ 岡 山 岡 山

岡  山
山陽学園 山上

岡  山
山陽学園

‖辺  卓 富  山

井 欽 神 奈 川 鳥ヽ

本1961 30代男子 毛利 清

40代男子 伊藤 基 熊本女子大 香  サ11 藤 基記1熊
1田 正一

1東
地

|_

50代男子 新  潟 東  芳男兵藤 日彦 神 奈 芳男 神 奈 川
松田 龍一
宮地 次吉

1962 30代男子

40代男子

30代男子 高見 広治 新潟大学

帝石秋田

1荒川1 司
谷沢 経

ト ヨ タ
自 動 車

川1 司
ト ヨ タ
自 動 車

帝石秋田

河  崎
ラケット

K.D.D

日産化学

住友化学
菊  本

l.:ツ」日
自 動

川

40代男子 |11場  '|'i―

前田 俊一

相場
矢作

河崎
福井30代男子

夕
車
ヨ
動
卜
自
一

市 役 所
北 九 州 勤也

谷沢

庄
雇1高松

石
戸田 寿子

小宮 好雄
蔵本 文子1962

貝戸  肇
諸田みや子

19631頷 奨撃

北島 克英
有木 とみ

40代男子 三沢 英二

E.Eヽ′lERL
川俣千枝子

岡 山

混 合 過 去 の 優 勝

弘敏
信

原 利通
愛 知1949 神奈 者

`

一示

山田 康久
田村知江子

一示東 1954 東 京
トヨタ
自動車

1,55
土谷 茂己
入沢 良美 新

雄
子
好
信

宮小
林

t・ ヨタ
自動車

谷
鳥
渋
小 都， 示

一
　

ヨ^

一
　

や
＾

一
　

毎

一
　

い

一
　

ゴ
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本庄 純子
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博
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名 戸所 属 1 氏 名 1 所 属
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ミ方
本
京
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川
山
　
一

瀬
　
一　
　
井

林
広
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東
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八郎1住友化学1冠■
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1神
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選手、役員宿舎一覧表

旅  館  名 1記号 |

所  在  地

⑫ 23,0

TEL

6975

3278

3126

0286

1795

4154

3543

3126

3809

2277

荘風

″　
″　
″　
″

清 ●ヽ

一 小 倉 区 片 野

屋
　
　
　
セ
　
　
　
や
　
　
　
屋

″
二

″

″
卜

″

″

る

″

″

不

　

　

チ

　

　

っ
　

　

万

②

①

①

⑤

Ｏ

Ｏ

小倉区砂津 東町 ⑫
　
　
　
①
　
　
　
⑫
　
　
　
①

　

⑫

　

Ｏ

小倉区砂津中「[路

小 倉 区 米 町 8

芳    り11
清  風  荘
ホテル 松柏園

和  多  屋_

小 倉 区界 町 8

小 倉 区京 町 7

小倉区上富野本町

や

　

野

″

さ

″
蔵

″

ひ
　
　
武

⑫
　
　
　
①

　

⑫

　

⑬

③
　
　
　
◎

　

⑩

　

①

Ｃ

　

ｅ

　

①

Ｃ

　

Ｃ

　

の

　

　

①

　

●

⑩

⑩

川
　
　
き
　
　
出
　
　
　
館

″
　
″
　
″
　

　

″　
ゆ
　
″

″

‐‐

″

も

田

同

蔵
】

芳

　

み

　

小

　

　

薦

　

と

旅

大

小倉区上富野本町 0286

小 倉 区 京 町 7

小 倉 区萩 崎 町

小倉区馬借町 7

小倉区江南町北通

小 倉 区 堺 町 3

小 倉 区 室 町 4

小 倉 区 米 町 2

小 倉 区米 町 9

小 倉 区 古 船場

小 倉 区 城 野 町

ホテル

4

川

館

C1671

⑫ 5946
① 3831
⑫ 0368
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ム  名チ県  名
|

埼  玉

富 士 重 工 三 鷹

日  本  化  薬
店

機

京

信

東

通

丸

崎

大

岩

所

所２

作

ィ市

製

Ｆス
棒

甲

帝 国 石 油 秋 田

関 東 自 動 車

大日本インキ化学工業

日 立 製 作 所 茂 原

日 研  化  学
サ ン ケ ン 電 気

石 川 島 播 磨 重 工

岐阜商工信 用 組 合

倉  庫  精  練
トヨタ自動 車 工 業

重 工 長 崎

電 機 長 崎

本 相 互 銀 行

部

判  団

田

木

葉

秋

栃

千

新

山

岐

石

愛

東  京

潟

梨

阜

川

知

京  都

河 崎 ラ ケ ッ ト

関 東 自 動 車 工 業

日 本 鋼 管

日 本 コ ロ ム ビ ア

三 菱 重 工 京 都

丸 紅 飯 田

ダ イ キ ン エ 業

国 際 電 々

三 菱 電 機 伊 丹

人 11日 本 電 線

神 戸 製 鋼 尼 崎

古 河 電 工

岡 III 市 役 所
山 陽 パ ル プ 岩 国

高 松 市 役 所

琴 平 電 鉄

丸 善 石 油 松 山

神 奈 川

機

所

道

都

工

役

鉄

京

市

屋

紙

■

屋

　

製

‐

‥

古

Ｅ

■
一　
　
】́

豊

名

名

三

所

業

作

工

製

子電

津

下

島

松大  阪

兵  庫

山

口

川

岡

山

香

愛  媛
本

浜

菊

居新

学

学

ィ

■

友

友

住

住

菱

菱

日

本

書

三

二

西

長  崎

福  岡
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審 判 の 用 語

日本パドミントン協会審判委員会

昭和39年 6月 6日

最初のサーパーおよびエンドをきめるとき。

プレーヤーを発表するとき。

1 ダブルスの例

2 , > r.tu^Dm

試合を始めるとき。

シャトルが所定のパウンダリー内に落ちたとき。

フォルトの状態が起ったとき。

注 :「アウト」以外は先ず「 フォルト」と
コールし,必要があれ

ば,何のフォルトであるかを付け加える。

1 シャトルが所定のバウンダリーの外に落ちたとき

2 サービスの際,シ ャトルが腰より高い点で打たれたとき

3 サービスでシヤトルが打たれた際,ラ ケットの頭の如何な
る部分でもラケットを持った手の如何なる部分よりも高く

出たとき

4 サービスの際,サーパーやレシーパーの両足の 1部が静止
の状態で床に着いていなければならぬ規則が犯されたとき

5 サービスの際,サーバーやレシーパーの足がラインに触れ
たり,越えたりしたとき

6 サービスの際,プ レーヤーが相手を購したとき

7 シャトルがプレーヤーの身体または着衣に触れたとき

8 ラケットや身体の 1部または全部がネットを越えたとき

, ラケット,身体,着衣の 1部がネットに触れたとき

10 シャトルが同一プレーヤーによって連続 2回打たれたとき

11 シャトルが 1人のプレーヤーとそのパートナーによって続
けて打たれたとき

12 シャトルがラケットにより保たれたとさ

13 プレーヤーが相手を妨害したとき

インサイドが勝ったとき。

インサイドが負けたとき。

1 第 2サーパーのサービスとなる場合 (ダブルス各ゲームの
第 2イ ンニング以降において第 1サ ーバーのサービスで敗

けたとさ)

2 相手側のサービスとなる場合

得点をコールするとき。

トス

インサイド ファスト・サーパーA君 ,
所属 (パー トナーと違うときのみ),
パー トナー B君 ,所属

アウトサイド ファースト・ レシーパー
C君,所属 (パー トナーと違うときの
み),
パー トナー D君 ,所属
インサイド A君 ,所属
アウトサイド B君 ,所属

ラブ・オール,プ レー

イ ン

アウ ト

オーバー・ ウエス ト

オーバー・ハンド

ポーク

タッチ・ザ・ボディ

オーバー・ザ・ネット

タッチ・ ザ・ネット

ドリブル

ダブル・ タッチ

フット・ フォル ト

ライン・ クロス

ホールディング (ス リング)

インターフェヤー

ポイント

(特にコールせず, 8の 2の要領による

得点のコールで確認する)

-35-
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10

11

12

13

14

15

16

17

ゲーム・セット
マッチ・ツー・A君(B県), 2-1(2-0)

1 ダブルス各ゲームの第 1イ ンニングのとき,第 2イ ンニン
グ以降で第 1サ ーバーのサービスのとき,またシングルス
のとき

例 1 インサイドの得点が 8,ア ウトサイドが 3点
例 2 5対 5の同点
2 ダブルスにおいて第2サ ーバーのサービスのとき

例 1 インサイドの得点が 8,ア ウトサイドが 3点

例2 5対 5の同点

3 インサイドが14点 (女子シングルスでは10点 )に達した最
初の機会に……

(1)イ ンサイドが勝てばゲームが終了するとき

(2)イ ンサイドが勝てば試合 (マ ッチ)が終了するとき

注 :1 インサイドの得点の直後にコールし,ア ウトサイドの
得点を続ける

注 :2 セッティングの後,ゲームや試合の最終ポイントに達
した際も,その最初の機会に上記同様のコールをする

注 :3 ダブルスにおいて第 2サ ーバーのサービスのときは,
スコアに続き「セカンド・サーバー」とコールする

セッティングをしたとき。

1 ダブルスで第1サーバーのサービスの際,お よびシングルス
2 ダブルスで第2サ ーバーのサービスの際

ノー・カウントの状態が起ったとき。

試合を中止させるとき。

中止した試合を再開させるとき。

ゲームが終ったとき。

1 第 1ゲームが終ったとさ

例 A君 (B県)が 15対 9で勝

第 2ゲームが終り,ゲーム・カウントが 1対 1と なったとき

例 A君 (B県)が 15対 9で第 2ゲームに勝った

注 : 2チーム間の対抗試合ではプレーヤー名でなく,常に
所属をコールする

エンドを替えさせるとさ。

第 2ゲームを始めるとき。

例 第 1ゲームはA君 (B県)が勝っている

第 3ゲームを始めるとき。

試合が終ったとき。

例 A君 (B県)が 2-1(2判 )で勝った

エイ ト・スリー

ファイプ。オール

a,l | . 
^t) -, 

4h:/ f .1t-,t-

22.1 J. *-tv, t i:/f ..1-,r-

ゲーム・ポイント

マッチ・ ポイント

例 14ゲーム(マ ッチ)・ ポイント8

例 14ゲーム(マ ッチ)・ ポイン ト8,セ
カンド・斗―バー

セット2(3,5)ポインツ,ラ ブ・オール

セット3(5)ポ インツ,ラ プ・オール
セカンド・ サーバー

レット

タイム

ノー・ タイム

ゲーム・オーバー,

ゲーム・ッー・A君(B県),15-9

ゲーム・ォーバー ,

ゲーム・ッー・A君(B県),15-9,
ワン・ゲーム・ オール

例 4ゲーム(マ ッチ)・ ポイント2

チェンジ・ エンド

ゲーム・カウント1-0,A君 (B県)リ ー
ディング,ラ ブ・オール,プレー

ファイナル・ゲーム,
ラブ・オール,フ・レー

-36-
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第15回全日本実業団バ ドミントン選手権大会

(順序不同)

八 幡 製 鉄 株 式 会 社

九 州 電 力 株 式 会 社

西 日 本 鉄 道 株 式 会 社

西 部 瓦 斯 株 式 会 社

株 式 会 社 安 川 電 機 製 作 所

社

社ヽヽ

〈ム
　
′
７
式

式

株

株

業´　
´

Ｌ
＾ヾ
　
　
■
Ｊ

コヽ
ヨ
¨

３
″

窯

′

４
‥
′
　

レ
し／１

崎

菱

黒

三

住 友 金 属 工 業 株 式 会 社

東 洋 陶 器 株 式 会 社

株 式 会 社 井 筒 屋

株 式 会 社  玉   屋

旭 硝 子 株 式 会 社
●
Ｌ未
ト
会式株学レし

′

■

，幡
，
ヽ．ノ

株 式 会 社 富 士 工 業 所

所作ヨ本―↓，―ロ社会式株

川 岸 工 業 株 式 会 社

社

社

会

会

式

式

株

株

業

業

産

産

谷

田

段

寺
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第15回全日本実業団バ ドミントン選手権大会
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東 海 運 株 式 会 社

岩 井 産 業 株 式 会 社

大 平 産 業 株 式 会 社

奥 田 金 属 株 式 会 社

岡 野 バ ル ブ製 造 株 式 会 社

株 式 会 社 合 原 電 化 工 務 所

株 式 会 社 旭 砕 石 所

株 式 会 社 風 師 商 会

株 式 会 社 片 村 鉄 工 所

株式会社九州化学 ドライセンター

梶 山 倉 庫 株 式 会 社

菊 竹 工 業 株 式 会 社

九 州 ライオ ン石 鹸株 式会社

九 鉄 工 業 株 式 会 社

栗 田 工 業 株 式 会 社

鉱 滓 製 品 販 売 株 式 会 社

(五十音順 )

光 洋 金 属 工 業 株 式 会 社

山 九 運 輸 機 工 株 式 会 社

昭 和 興 業 株 式 会 社

新 日 本 鉄 工 株 式 会 社

中 和 建 設 株 式 会 社

中 央 塗 装 株 式 会 社

千 代 田 紙 業 株 式 会 社

鎮 西 興 産 株 式 会 社

同 和 商 会 株 式 会 社

パ ブ リ カ 北 九 州 株 式 会 社

八 光 産 業 株 式 会 社

富 士 岐 興 産 株 式 会 社

豊 州 ダンボールエ 業 株 式 会 社

丸 栄 食 品 百 貨 株 式 会 社

八 木 下 ハ ム 株 式 会 社

鷲 田 石 油 株 式 会 社



若さと技術で躍進する

岡 時 工 業 ク
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営 業 種 目

土 木 工 事

建 築 工 事

機 械 据 付 配 管 工 事

鉄 骨 加 工 工 事

常 例 作 業

(梱包・ プラント保全作業

鉄鋼二次製品加工部門)

‖‖‖‖l‖‖l‖‖‖‖‖ll"‖ !‖‖|‖‖ll‖‖l‖ l‖‖‖ll‖ !‖‖|‖ l‖ !‖ l‖‖‖‖‖l‖‖!!|

本  社・ 北九 州市 八幡区築地町 5番 地

TEL(北 九州市)代表 ③ 5ろ 61

支  社・東 京 。名古屋 。大 阪 。 光

営 業 所 。広 島・ 新居浜・ 水 島・ 福 山

福 岡・ 長 崎 。大 分
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資 本 金 。2億 5千 万 円

東京二部・福 岡 株 式 上 場

<>田 崎工業株式含祗
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取締役社長 岡 崎 春 雄
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九州 。中国 。四国 。
・
近畿――

この広い地域に皆さまの便利を

ねが うソスの ニ シギ ンが
｀
101カ

店、すべて一本の幹 につながってお りま

す。 ご送金、為替の取立 てはテレタイプ

で30秒。税金 。電話料金 な どの公共料金
の代 行サー ビスに もつ とめてお ります。

地域経済 の開発 に、中小企業の繁栄 に、

暮 ら しの向上 に、 リスの ニシギ ンをご利

用 くだ さい。

1本の幹から101カ店

西日凛相互銀行
本店 福 岡市片 土居町 41番地の 4 T E L 29 203:

'R締
役社」(   森    俊  雄

山 口

大 限

佐 賛

は 心

由 児

`

官 饉

西 日本最大のネ ッ トサ ー ビス


